
大阪広域環境施設組合告示第 12号  

大阪広域環境施設組合個人情報の保護に関する法律の施行等に関する条例（令和５

年条例第３号）第 70条の規定により、令和４年度における個人情報保護制度の運用状

況を別紙のとおり公表する。  

令和５年 10月２日  

大阪広域環境施設組合管理者   横  山  英  幸    
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１ 実施機関別個人情報を取り扱う事務の届出件数［表１参照］ 

令和４年度の個人情報を取り扱う事務の届出（大阪広域環境施設組合個人情報の保護

に関する法律の施行等に関する条例（以下「条例」という。）第３条）は17件となって

います。 

その内訳は、新規届出が、一般廃棄物の中間処理及び最終処分等に関する共同研究、

試料提供、実証試験に係る申請受付事務１件、談合情報等対応事務１件、議員報酬支払

事務１件、議会傍聴者名簿管理事務１件の計４件。 

変更届が、個人情報保護事務４件、審査会等委員の委嘱事務１件の計５件。 

廃止届が、廃止届が焼却工場見学依頼受付事務１件、焼却工場における搬入物チェッ

ク事務１件、一般廃棄物処理施設の維持管理に関する記録の閲覧事務１件、工事の請負

契約１件、業務委託契約事務１件、工場の稼働状況等に関する問合せ等処理事務１件、

一般臨時搬入廃棄物の受付事務１件、修繕契約事務１件の計８件となっております。 

この結果、令和４年度末の事務の総件数は、前年度末の100件から４件の減となり、

96件となっています。 

 

２ 保有個人情報の開示等請求の状況 

（１）開示請求［表２参照］ 

開示請求件数は、請求者が実施機関に提出した開示請求書の数で、１枚を１件とし

て算出しています。 

なお、令和４年度は、保有個人情報の開示請求はありません。 

 

（２）訂正請求、利用停止請求［表３及び表４参照］ 

それぞれの件数は、請求者が実施機関に提出した請求書の数で、１枚を１件として

算出しています。 

なお、令和４年度は、保有個人情報の訂正請求及び利用停止請求はありません。 

 

３ 保有個人情報の開示等請求に対する決定等の状況 

（１）開示請求［表５～表７参照］ 

決定件数は、上記２（１）の開示請求件数から取下げ等があったものを除いたあ

と、開示請求に対して行った開示決定等の件数を算出しています。 

なお、令和４年度中に開示請求に対する決定はありません。 

 

（２）訂正請求［表８～表10参照］ 

令和４年度中に訂正請求に対する決定はありません。 

 

（３）利用停止請求［表11～表13参照］ 
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令和４年度中に利用停止請求に対する決定はありません。 

 

４ 審査請求の状況［表14参照］ 

令和４年度において、大阪広域環境施設組合個人情報保護審議会（ 以下「審議会」

という。）への新たな諮問、過年度から繰り越している諮問はありません。 

また、令和４年度は、審議会から審査請求に対する答申はありません。 

 

５ 制度の概要 

（１）個人情報保護制度の意義と目的 

近年の情報処理技術及び電気通信技術の発達と経済のサービス化・ソフト化に伴

う、情報の有する価値が飛躍的に高まっており、公的部門・民間部門を問わず、大量

の個人情報が収集され、利用されるようになっています。 

このような情報化の進展は、市民に各種サービスの向上など多くの利便をもたらす

一方で、本人が予期し得ない中で自己情報が収集され、流通し、あるいは不正確で不

完全な情報が蓄積され、流通していることに対して市民の不安感が高まっており、ま

た、個人の権利利益に重大な侵害を引き起こす可能性が大きくなっています。 

そこで、これらの状況に適切に対処し得る個人情報の保護施策として、個人情報の

適切な取扱いなど個人情報の保護に関し必要な措置や事項を定めるとともに、自己に

関する個人情報の開示や訂正等を請求する権利を保障することにより、市民の基本的

人権を擁護し、組合行政の適正かつ円滑な運営を図ることを目的として本組合の個人

情報保護制度が確立されました。 

 

（２）個人情報保護制度に係る条例の制定経過 

平成27年２月 「大阪市・八尾市・松原市環境施設組合個人情報保護条例」を公布

（平成27年２月20日施行） 

平成28年３月 「大阪市・八尾市・松原市環境施設組合特定個人情報保護条例」を

公布 

平成28年３月 「大阪市・八尾市・松原市環境施設組合個人情報保護条例の一部を

改正する条例」を公布（平成28年４月１日施行（一部平成28年３月

１日施行）） 

（行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関

する法律の施行及び行政不服審査法の改正に伴う整備） 

平成29年７月 「大阪市・八尾市・松原市環境施設組合特定個人情報保護条例の 

一部を改正する条例」を公布（平成29年７月28日施行） 

（行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関

する法律の一部を改正する法律の文言改正等に伴う整備） 
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平成30年２月 「大阪市・八尾市・松原市環境施設組合個人情報保護条例」の一部

を改正する条例を公布（平成30年２月28日施行（一部平成30年４月

１日施行）） 

（主に、実施機関が個人情報を取り扱う事務を開始しようとすると

きに、管理者に届け出なければならない事項等の改正） 

令和元年７月 「大阪市・八尾市・松原市環境施設組合の名称を改めることに伴う

関係条例の整理に関する条例」（令和元年10月１日施行）の制定に

伴い、条例名を「大阪広域環境施設組合個人情報保護条例」に改正

（令和元年10月１日施行） 

「大阪市・八尾市・松原市環境施設組合個人情報保護条例」の一部を

改正する条例を公布（令和元年10月１日施行） 

（守口市が新たに組合構成団体に加入することに伴い、第67条中「大

阪市、八尾市、松原市の区域外」を「組合構成団体の区域外」に改

める） 

令和４年２月 「大阪広域環境施設組合特定個人情報保護条例」の一部を改正する

条例を公布（令和４年２月18日施行） 

  （行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関

する法律の一部を改正する法律の文言改正等に伴う整備） 

令和５年２月 「大阪広域環境施設組合個人情報保護条例」「大阪広域環境施設組

合特定個人情報保護条例」を全部改正する「大阪広域環境施設組合

個人情報の保護に関する法律の施行等に関する条例」「大阪広域環

境施設組合特定個人情報保護条例」を公布（令和５年４月１日施

行） 

       （個人情報の保護に関する法律（以下「法」という。）の改正に伴

う整備） 

 

（３）個人情報保護制度の基本原則 

本組合の個人情報保護制度では、次の７つの原則に基づき制度化されており、これ

を踏まえて解釈・運用しなければなりません。 

ア 目的明確化の原則 

個人情報の収集に際しては、収集目的を明確にするとともに、収集する個人情報

の内容も、収集目的の達成に必要な範囲内に限定すべきです。 

イ 収集制限の原則 

個人情報は適正かつ公正な手段によって、原則として、個人情報の主体から収集

しなければなりません。 

ウ 利用制限の原則 
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個人情報の利用は、原則として、収集目的の範囲内に限定すべきです。 

エ 公開の原則 

個人情報の存在、性質、利用目的、運用等を知ることができる手段を設けるべき

です。 

オ 個人参加の原則 

個人が自己に関する情報について開示又は訂正する権利を保障するとともに、迅

速かつ公正な救済を行う制度を設けるべきです。 

カ 適正管理の原則 

収集・蓄積した個人情報は、正確かつ最新なものとして管理するとともに、その

紛失、破壊、改ざん、不当な流通等の危険に対して、合理的な安全保護措置を講ず

べきです。 

キ 責任明確化の原則 

個人情報の保護に関して、個人情報を管理する者等が負わなければならない責任

の内容を明確にすべきです。 

 

（４）個人情報保護制度の主な内容 

ア 実施機関（条例第２条第２項） 

個人情報保護制度を実施する機関は、次のとおりです。 

管理者、議会議長、公平委員会、監査委員 

イ 対象とする個人情報（法第２条第１項） 

     生存する個人に関する情報であって、次のいずれかに該当するものをいいます。 

(ｱ) 当該情報に含まれる氏名、生年月日その他の記述等（個人識別符号を除く）に

より、特定の個人を識別することができるもの（他の情報と照合することがで

き、それにより特定の個人を識別することができることとなるものを含みま

す。） 

(ｲ) 個人識別符号が含まれるもの 

ウ 実施機関等の責務（法第５条、第67条） 

実施機関は、個人情報の保護のために必要な施策を実施するよう努めます。 

実施機関の職員等は、個人情報の保護の重要性を認識し、個人情報を適正に取り

扱い、個人情報の保護に努めるとともに、その業務に関して知り得た個人情報の内

容をみだりに他人に知らせ、又は不当な目的に利用してはなりません。 

エ 個人情報の適正な取扱い 

(ｱ) 収集の制限（法第61条） 

個人情報を収集するときは、個人情報を取り扱う事務の目的を明確にし、当該

事務の目的の達成に必要な範囲内で、適正かつ公正な手段により収集しなければ

なりません。 
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(ｲ) 事務の目的の明示（法第62条） 

本人から直接書面（電磁的記録を含みます｡）に記録された当該本人の個人情

報を収集するときは、原則として、あらかじめ本人に対し、当該個人情報を取り

扱う事務の目的を明示しなければなりません。 

(ｳ) 事務の届出、目録の閲覧（条例第３条） 

個人情報を取り扱う事務の開始、変更又は廃止に際して、実施機関による管理

者への届出を義務付けるとともに、届出事項を記載した目録を作成し、一般の閲

覧に供することを定めています。 

(ｴ) 利用及び提供の制限（法第69条） 

事務の目的の範囲を超えて保有個人情報を実施機関内部で利用すること及び当

該実施機関以外のものに提供することを、原則として禁止しています。 

(ｵ) 適正な維持管理（法第61条、第65条） 

実施機関は、保有個人情報を常に正確かつ最新の状態に保つよう努めるととも

に、事務の目的の達成に必要な範囲を超えて個人情報を保有してはならず、保有

する必要がなくなったときは、確実かつ速やかに廃棄、消去しなければなりませ

ん。 

(ｶ) 事務処理の委託における保護措置について（法第66条第２項、第67条） 

個人情報を取り扱う事務の処理を委託しようとするときは、実施機関は個人情

報の適正な管理のため必要な措置を講ずるとともに、実施機関から当該処理を受

託したもの及びその従事者等に対し、適切な取扱いを担保するために必要な義務

を課すことを定めています。 

オ 自己に関する保有個人情報の開示等請求 

(ｱ) 開示請求権（法第76条） 

何人も実施機関の保有する自己を本人とする保有個人情報の開示を請求するこ

とができます。開示請求の受付は、総務部総務課（あべのルシアス庁舎）におい

て行います。 

(ｲ) 開示請求に対する決定（法第82条、条例第７条、第８条） 

Ａ 開示請求があった日の翌日から起算して14日以内に、当該保有個人情報の開

示又は非開示を決定し、請求者に対し文書で通知しなければなりません。 

ただし、正当な理由があるときは、30日を限度として延長することができま

す。 

Ｂ 著しい大量請求に係る開示決定等の期限の特例 

開示請求に係る保有個人情報が著しく大量であるため、事務の遂行に著しい

支障が生ずるおそれがある場合には、当該保有個人情報のうち相当の部分につ

き44日以内に開示決定等をし、残りの保有個人情報については相当の期間内に

開示決定等をすることができます。 
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(ｳ) 保有個人情報の開示義務（法第78条） 

開示請求に係る保有個人情報に不開示情報が含まれている場合を除き、開示し

なければなりません。 

(ｴ) 裁量的開示と存否応答拒否（法第80条、第81条） 

開示請求に係る保有個人情報に不開示情報が含まれている場合であっても、個

人の権利利益を保護するため特に必要があると認めるときは、裁量的に当該保有

個人情報を開示することができるとともに（裁量的開示）、開示請求に係る保有

個人情報が存在しているか否かを答えるだけで、不開示情報を開示することとな

るときは、存否を明らかにしないで、開示請求を拒否することができます。（存

否応答拒否） 

(ｵ) 第三者保護の手続（法第86条） 

開示請求に係る保有個人情報に第三者に関する情報が含まれているときは、当

該第三者に意見書提出の機会を付与することができるなど、第三者保護の手続を

整備しています。 

(ｶ) 訂正請求権（法第90条～第95条） 

何人も、自己を本人とする保有個人情報の内容が事実でないと認めるときは、

当該保有個人情報の訂正（追加又は削除を含みます｡）を請求することができま

す。訂正請求の受付は、総務部総務課（あべのルシアス庁舎）において行いま

す。 

実施機関は、当該訂正請求があった日の翌日から起算して30日以内に当該保有

個人情報の訂正を行う旨又は行わない旨（請求を拒否するとき及び請求に係る保

有個人情報を保有していないときを含みます｡）を決定し、請求者に対し文書で

通知しなければなりません。また、開示請求と同様に決定期間の延長や期限の特

例について定めています。 

(ｷ) 利用停止請求権（法第98条～第103条） 

何人も、自己に関する保有個人情報の違法収集、事務の目的を超えた保有、利

用及び違法な外部提供に対して、当該保有個人情報の利用の停止、消去又は提供

の停止（ 以下「利用停止」という。） を請求することができます。利用停止請

求の受付は、総務部総務課（あべのルシアス庁舎）において行います。 

実施機関は、当該利用停止請求があった日の翌日から起算して30日以内に当該

保有個人情報の利用停止を行う旨又は行わない旨（請求を拒否するとき及び請求

に係る保有個人情報を保有していないときを含みます。）を決定し、請求者に対

し文書で通知しなければなりません。また、開示請求と同様に決定期間の延長や

期限の特例について定めています。 

カ 審議会（法第105条、条例第52条～第61条） 

開示決定等について審査請求があったときは、公正かつ慎重な救済を行うため、
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審議会に諮問し、その答申を尊重して決定を行います。 

キ 費用負担（条例第62条） 

保有個人情報の開示請求等に係る手数料は無料ですが、写しの交付については、

請求者が、保有個人情報が記録されている公文書の写しの作成（モノクロコピー１

面10円など）及び送付（郵便料金）に要する費用を負担します。 

ク 罰則（条例第72条～第77条） 

実施機関の職員及び受託業務の従事者等による電子計算機処理された個人情報

（個人の秘密に属する事項）の漏えいや、保有個人情報の不正提供・盗用に対する

罰則又は実施機関の職員による職権を濫用した個人の秘密に属する事項の記録され

た文書等の収集等に対する罰則を定めています。 

ケ 特定個人情報の取扱い等 

(ｱ) 特定個人情報の適正な取扱い（法第69条第１項、行政手続における特定の個人

を識別するための番号の利用等に関する法律第30条、特定個人情報保護条例第４

条） 

Ａ 利用の制限 

行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律第

９条に定めがある場合を除き、事務の目的の範囲を超えて保有個人情報を実施

機関内部で利用することを、原則として禁止しています。 

Ｂ 収集及び提供の制限 

特定個人情報は、法の特例である、行政手続における特定の個人を識別する

ための番号の利用等に関する法律の規定により定められた取扱いをすることと

しています。 

Ｃ 特定個人情報保護評価 

実施機関は、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に

関する法律に規定する評価書について、特定個人情報保護評価に関する規則に

定める必要な見直しを行ったときは、当該評価書に記載された特定個人情報フ

ァイルの取扱いについて、審議会の意見を聴かなければなりません。 

(ｲ) 開示、訂正又は利用停止の請求 

自己を本人とする保有特定個人情報の開示、訂正又は利用停止の請求につい

ては、本人のほかに、法定代理人及び本人の委任による代理人も行うことでき

ます。 
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表１ 実施機関別個人情報を取り扱う事務の届出件数 

実施機関名 
令和３年度末 

(A) 

開始 

(B) 

変更 

 

廃止 

(C) 

計 

(D=B-C) 

令和４年度末 

(A+D) 

管理者 88 2 2 8 -6 82 

議会議長 5 2 1 0 2 7 

公平委員会 3 0 1 0 0 3 

監査委員 4 0 1 0 0 4 

合計 100 4 5 8 -4 96 

 

 

表２－１ 開示請求件数（請求方法別） 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 

窓口 0 ‐ 0 ‐ 0 ‐ 

郵送 0 ‐ 0 ‐ 0 ‐ 

合計 0 ‐ 0 ‐ 0 ‐ 

 

 

表２－２ 開示請求件数（請求者別） 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 

本人 0 ‐ 0 ‐ 0 ‐ 

法定代理人 0 ‐ 0 ‐ 0 ‐ 

合計 0 ‐ 0 ‐ 0 ‐ 
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表３－１ 訂正請求件数（請求方法別） 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 

窓口 0 ‐ 0 ‐ 0 ‐ 

郵送 0 ‐ 0 ‐ 0 ‐ 

合計 0 ‐ 0 ‐ 0 ‐ 

 

 

表３－２ 訂正請求件数（請求者別） 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 

本人 0 ‐ 0 ‐ 0 ‐ 

法定代理人 0 ‐ 0 ‐ 0 ‐ 

合計 0 ‐ 0 ‐ 0 ‐ 

 

 

表４－１ 利用停止請求件数（請求方法別） 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 

窓口 0 ‐ 0 ‐ 0 ‐ 

郵送 0 ‐ 0 ‐ 0 ‐ 

合計 0 ‐ 0 ‐ 0 ‐ 

 

 

表４－２ 利用停止請求件数（請求者別） 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

件数 ％ 件数 ％ 件数 ％ 

本人 0 ‐ 0 ‐ 0 ‐ 

法定代理人 0 ‐ 0 ‐ 0 ‐ 

合計 0 ‐ 0 ‐ 0 ‐ 
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表５ 年度別の決定状況（開示請求） 

年度 

 決定状況 
開示率 

（％） 
決定 

件数 
開示 

部分 

開示 

全部 

非開示 

不存在に 

よる非開示 

存否 

応答拒否 

開示請求 

却下 

令和元年度 0 0 0 0 0 0 0 ‐ 

令和２年度 0 0 0 0 0 0 0 ‐ 

令和３年度 0 0 0 0 0 0 0 ‐ 

※ 開示率＝（開示＋部分開示）／（開示＋部分開示＋全部非開示）×100 

 

 

表６ 実施機関別決定件数（令和４年度 開示請求） 

実施機関名 

 決定状況 

決定件数 開示 
部分 

開示 

全部 

非開示 

不存在に 

よる非開示 

存否 

応答拒否 

開示請求 

却下 

管理者 0 0 0 0 0 0 0 

議会議長 0 0 0 0 0 0 0 

公平委員会 0 0 0 0 0 0 0 

監査委員 0 0 0 0 0 0 0 

合計 0 0 0 0 0 0 0 

 

 

表７ 年度別・実施機関別決定件数（開示請求） 

実施機関名 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

管理者 0 0 0 

議会議長 0 0 0 

公平委員会 0 0 0 

監査委員 0 0 0 

合計 0 0 0 
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表８ 年度別の決定状況（訂正請求） 

年度 

 決定状況 

決定件数 訂正 
訂正 

不承認 

不存在による 

訂正不承認 

存否 

応答拒否 

訂正請求 

却下 

令和２年度 0 0 0 0 0 0 

令和３年度 0 0 0 0 0 0 

令和４年度 0 0 0 0 0 0 

 

 

表９ 実施機関別決定件数（令和４年度 訂正請求） 

実施機関名 

 決定状況 

決定件数 訂正 
訂正 

不承認 

不存在による 

訂正不承認 

存否 

応答拒否 

訂正請求 

却下 

管理者 0 0 0 0 0 0 

議会議長 0 0 0 0 0 0 

公平委員会 0 0 0 0 0 0 

監査委員 0 0 0 0 0 0 

合計 0 0 0 0 0 0 

 

 

表10 年度別・実施機関別決定件数（訂正請求） 

実施機関名 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

管理者 0 0 0 

議会議長 0 0 0 

公平委員会 0 0 0 

監査委員 0 0 0 

合計 0 0 0 
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表11 年度別の決定状況（利用停止請求） 

年度 

 決定状況 

決定件数 
利用 

停止 

利用停止 

不承認 

不存在による 

利用停止不承認 

存否 

応答拒否 

利用停止 

請求却下 

令和２年度 0 0 0 0 0 0 

令和３年度 0 0 0 0 0 0 

令和４年度 0 0 0 0 0 0 

 

 

表12 実施機関別決定件数（令和４年度 利用停止請求） 

実施機関名 

 決定状況 

決定件数 
利用 

停止 

利用停止 

不承認 

不存在による 

利用停止不承認 

存否 

応答拒否 

利用停止 

請求却下 

管理者 0 0 0 0 0 0 

議会議長 0 0 0 0 0 0 

公平委員会 0 0 0 0 0 0 

監査委員 0 0 0 0 0 0 

合計 0 0 0 0 0 0 

 

 

表13 年度別・実施機関別決定件数（利用停止請求） 

実施機関名 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

管理者 0 0 0 

議会議長 0 0 0 

公平委員会 0 0 0 

監査委員 0 0 0 

合計 0 0 0 
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表 14－１ 審査請求の状況 

 令和２年度 令和３年度 令和４年度 

過年度繰越件数 0  0  0  

新規件数 0  0  0  

諮問件数 0  0  0  

処理件数 

（答申数） 

0  

（0） 

0  

（0） 

0  

（0） 

取下げ件数 0  0  0  

年度末残諮問件数  0   0   0  

 

 

表14－２ 令和４年度末残諮問件数の諮問年度別内訳 

諮問年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 合計 

残諮問件数 0 0 0 0 

 


